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生体モデル系におけるa－トコフェロールとセサミノールの相乗的抗酸化作用

椙山女学園大　○飯塚佳恵、並木満夫、山下かなへ

［目的］我々はこれまでにビタミンＥ（トコフェロール）とゴマリグナン物質をラットに

同時投与すると、生体内のトコフェロール量力侑意に上昇する相乗効果を発見、報告して

きた。今回はこの現象がビタミンＣに見られるトコフェロール再生能力に基づくものであ

るかを検討するため、生体モデルであるリボソームを用いて実験を行った。

　［方法］ゴマリグナン物質としてセサミノールを用いた。鶏卵レシチンを用いて作成した

一枚膜リボソームを含む溶液にa－トコフェロール、セサミノールのいずれか、またはその

両方を添加し、ラジカル発生剤であるＡＡＰＨやＡＭＶＮを添加して脂質酸化反応を開始

し、適時サンプリングしたリボソーム液について過酸化脂質と残存a－トコフェロールを定

量した。また比較対象としてセサミノールの代わりにビタミンＣを用いた実験も行った。

　［結果］セサミノールは刺虫でも濃度依存的にリボソーム膜の過酸化を抑制した。本実験

系においてはビタミンＣはＡＡＰＨ添加時の脂質酸化は抑制したが、AMVN添加時の脂

質酸化は抑制しなかったのに対して、セサミノールはAMVN添加、ＡＡＰＨ添加のいず

れにおいても脂質酸化を抑制した。しかしながらa－トコフェロールとセサミノールの両者

を同時に投与した際の相乗効果はわずかであったので、生体内における顕著なトコフェロ

ール量の増加は、ゴマリグナン物質によるトコフェロールの再生によるだけではなく、ト

コフェロ―ル代謝系への関与が予想された。
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【目的】ビタミンE(V.E)欠乏ラットを用いて各種臓器の脂質の過酸化生成物と抗酸化系の

動態について検討し、我々の研究室でこれまで行った、ビタミンＣ(V.C)欠乏ラットとの

比較を行った。

【方法】離乳直後の3週齢ラット(ウィスター系オス)を用い、American Institute of
Nutrition(AIN)76に基づくコントロール食とV.E欠乏食を与えた。4週、8週、16週間、コ

ント□ール群と欠乏群を飼育した後、血清と、脳、肺、心臓、肝臓、腎臓、筋肉の各臓器

中のV.E量、総グルタチオン(GSH)量、グルタチオンペルオキシダーゼ(GSH-PX)活性、TBA-

RS値、血清を除く上記臓器中のスーパーオキシドジスムターゼ(SOD)活性、我々が開発し

た特異的方法1)を用いた脂質ヒドロペルオキシド(ROOH)レベルの測定を行った。

【結果】V. Eは脳を除く全ての臓器で速やかに減少し、16週目ではほぼ消失した。しかし、

脳では16週目になってもコントロール群の24%残存し、末期的v.c欠乏時のv.c残存量と似

た結果を示した。V.E欠乏16週で、各種臓器中のGSH量、SOD、GSH-PXの抗酸化系酵素活性

は変化なかった。一方、過酸化生成物については、TBん-RS値は、心臓で4、16週に、肝臓、

腎臓では8、16週に、筋肉では4、8、16週全てにおいて有意に上昇した。 ROOH量は心臓、

腎臓で4、8週に、肺では4、8、16週全てにおいて有意な上昇がみられた。このように、比

較的臨床症状が現れにくいとされるV.E欠乏でも、幾つかの臓器において、4週で既に過酸

化物の増大が認められ、脂質の過酸化が進行していることが示唆された。
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